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研究成果の概要（和文）：本研究は複数言語環境下にある外国人児童を対象に、グローバルな母語学習ネットワ
ークを構築し、母語と学習言語(日本語)の習得を目指したバイリンガル教授法を開発を目的とした。 具体的に
は1)母語・バイリンガル学習のためのグローバルネットワークの構築とその維持・促進要因の分析  2)母語・バ
イリンガル学習の動機付けと、学習者の多様性に対応した母語・バイリンガル教授法の開発
　母語学習のためのグローバルネットワーク構築を目指し、日本・韓国・ベトナムで母語・継承語としてのベト
ナム語・韓国語（在日本）、日本語（在韓国・ベ トナム）を学習するグループの交流研究・活動を行った

研究成果の概要（英文）： This study aimed to develop a bilingual teaching method acquiring mother 
tongue and lerning language by constructing a global Mother tongue learning network for children 
under plurilingual environment. Specifically,we conducted following activities; 1) Construction of a
 global network for mother tongue learning and analysis of its maintenance and promotion factors. 2)
Development of mother togue and learning language teaching methods
 We conducted exchange research and activities for groups learning Vietnamese, Korean (in Japan) and
 Japanese (in Korea, Vietnam) as mother tongues and heritage language in Japan, Korea and Vietnam.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ベトナムの日本語学習2団体、韓国の日本語学習2団体と日本における継承韓国語、継承ベトナム語学習団体（各
1団体）の交流事業を支援した。この活動支援と並行し、2016-2018年の３年間は兵庫県国際交流協会の母語支援
研修会の計画立案に携わり、神戸市教育委員会の教員研修なども行った。さらに名古屋外国語大学の吉富氏とと
もに、保護者向け母語教育マニュアル 『はじめよう母語学習』を作成し英語、韓国語、中国語、スペイン語、
ベトナム語、ポルトガル語に翻訳した。これらの活動から多様な外国ルーツの子どもを支援する人々とのネット
ワークを形成・情報発信することに成功した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、日本、ベトナム、韓国で暮らす母語学習者の外国人児童の参加のもと、母語と学習
言語(日本語)のバイリンガルビデオレターを iPad で作成し、共通する母語もしくは学習言語
を持つ海外の子どもたちと、交流する。母語と学習言語の両言語能力によって多様な地域の 
人々につながれるという実体験は子どもたちに母語学習動機を与えるのではないかと考えた。 
この 2 言語による自己表現はアイデンティティ・テキスト（Cummins & Early,2011）のアイ
ディアに基づいている。アイデンティティ・テキストとは母語と学習言語の 2 言語で自己を
表現することを通じて、2 言語の相補関係を活用して言語形成を図り、学習者のルーツにつな
がるアイデ ンティティに肯定的な光を当てて、周囲に可視化することにより、学習者を取り巻
く教室の力関係を変動させるという学習法である。この学習方法がいかに学習者の学習動機を
高め、学習者の多様性に対応しながら学習効果を高めることができるのか分析することをめざ
した。 母語と学習言語の異なる外国人児童の学習言語の形成のために、母語学習が有効である
ことは カミンズの相互依存仮説をはじめ、多くの報告があり、母語の重要性の認識は国内外で
深まりつつある。日本でも日本に暮らす外国人児童の学習思考言語レベルの日本語の育成のた
めの母語保持や母語活用の重要性が指摘されて久しい（岡崎 2005 など）。  
本研究の研究代表者と分担者は平成 19 年度より母語学習支援に関わる研究に携わる傍ら、

Web ページを構築し、外国人家庭や外国人児童を受け入れている教育現場に向けて情報発信活
動を行 い(注)、母語学習の重要性を神戸市・兵庫県に政策提言してきた。しかし実際の母語教
育の現場を歩くことで「母語学習者の動機付けの難しさ」 「母語学習者の多様性」の 2 点が
母語教育を実践する上での課題の重要な部分として存在していることが分かってきた。特に学
習者が小学校高学年、中学生となり、本人の生活の多忙化や親の意思が反映されにくくなるに
つれ、母語学習から足が遠のく傾向がある。どうしたら、母語を維持し、学習思考言語を形成
することができるのか、現場はその課題を解決でき、そしてだれでもアクセスできる教授法を
求めていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では母語を活用したグローバルなバイリンガル学習ネットワークを構築することで、高
学年以降の外国人児童の多様な母語能力に対応しつつ、母語学習動機を獲得する教授法を開発
し、その学習効果を分析することを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は複数言語環境下にある外国人児童を対象に、グローバルな母語学習ネットワークを構
築し、母語と学習言語(日本語)の習得を目指したバイリンガル教授法を開発を行った。 
 具体的には 
1)母語・バイリンガル学習のためのグローバルネットワークの構築とその維持・促進要因の分
析  
 2)母語・バイリンガル学習の動機付けと、学習者の多様性に対応した母語・バイリンガル教授
法の開発 
 母語学習のためのグローバルネットワーク構築を目指し、日本・韓国・ベトナムで母語・継
承語としてのベトナム語・韓国語（在日本）、日本語（在韓国・ベ トナム）を学習するグルー
プの交流研究・活動を行った。 
 
４．研究成果 
ベトナムの日本語学習 2団体、韓国の日本語学習 2団体と日本における継承韓国語、継承ベト
ナム語学習団体（各 1団体）の交流事業を支援した。ベトナムの 2団体とはビデオレターの交
換を日常的に行い、さらにもう一団体とは今度は絵手紙での交流を行っている。 
こうした交流活動を行う中で、参加メンバーや指導者の移動などで団体の活動の活性期と停滞
期が必然的に生じることが分かってきた。そのため日本人大学生のベトナム語専攻の学生を交
流の輪に入れるなど、活動団体の停滞期を迎えても安定的な交流を行えるように工夫をした。 
 
この交流活動支援と並行し、2016-2018 年の３年間は兵庫県国際交流協会の母語支援研修会の
計画立案に携わり、神戸市教育委員会の教員研修なども行った。さらに名古屋外国語大学の吉
富氏とともに、保護者向け母語教育マニュアル 『はじめよう母語学習』を作成し英語、韓国語、
中国語、スペイン語、ベトナム語、ポルトガル語に翻訳した。これらの活動から多様な外国ル
ーツの子どもを支援する人々とのネットワークを形成・情報発信することに成功した。 
 
このネットワークを活用し、どのような支援が加算的バイリンガルを育てるのに有効か検証す
る研究活動チームを立ち上げ、これまでの研究、支援活動と並行させつつ、新たな研究と支援
活動の検証を行っていくこととなった。 
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